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《参考》 主要品目の販売価格比較

出所：現地視察、公知情報

「別添：小売店舗における販売価格一覧」参照
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現地系小売①

現地系小売①は、現地系大手小売グループが運営する中間層向けのローカルスーパー。
他の現地系大手グループと香港小売市場の二強を構成し、両社で市場シェア80%を
複占。戦略的にコミュニティの中心に店舗が配置するように展開。

《参考》 現地系小売①

【概要】

• 現地系大手小売グループが運
営する中間層向けのローカルスー
パー。香港では他の大手小売グ
ループと2強を成す生活雑貨
チェーン店。香港マカオで約300
店舗展開。

• ドライ食品と日配品の品ぞろえが
中心だが、生鮮食品と冷凍冷蔵
食品も揃え、廉価の自社ブランド
製品も展開。

出所：現地視察

→ 果物売り場はスペースは広いものの、品数自
体はりんごやかんきつといった主力品目に限定
して、品目ごとに集約され、大量陳列されてい
る。

→ 日本産青果物の常設コーナーはなく、また個別包装も
されずに、カーゴ販売。品目やブランドも限定された形
で大量陳列。

→ 但し、中国産りんごと日本産とでは、三倍近くの価格
差があり、相対的に高級品となる。

→ 通常業態の同小売店舗は、街中のコンビニ
スーパー的な形態だが、当該店舗は大型
ショッピングモール内にあり、広々としたアウト
レット型の売り場となっている。

＜参考価格＞

中国産サンふじ3個11.9HKD

日本産サンふじ1個13.9HKD

日本産王林2個22.9HKD

 中国産と日本産で約3倍の価格差
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現地系小売②は現地系大手小売グループが運営する高級食品スーパーマーケット。現
地アッパーミドル層以上や欧米日の外国人駐在員を対象に、現代的で広々した店内に
世界中から集めた高級食材を豊富に取り揃える。

《参考》 現地系小売②

【概要】

• 現地系大手小売グループが運
営する高級業態の総合食品専
門スーパー。

• 中心繁華街コーズベイの超高級
ショッピングセンターの地下にあり、
15,000平方フィートの広々とし
た店内にアジアのこだわり食材を
中心とした20,000点以上の商
品を取り揃える。

現地系小売②

→ 日本産青果物は常温の品目別コーナーと冷蔵スペースの両方に配置。

→ 特に日本産コーナーは設けられていないが、冷蔵コーナーでは産地直送の個別包装の日本産
品が集約され、ハーブやオーガニック野菜の隣に陳列されるなど高級品扱い。

→ 果物売り場は入り口近くに配置。

→ 米国産果物は取扱量は多いが、日本産と比べて量産廉価
品の扱い。例えばかんきつは袋詰めで陳列され、りんごととも
にやや廉価で販売されている。

＜参考価格＞

米国産りんご3個(常温)13.9HKD

日本産王林2個(常温)18.9HKD

日本産王林2個(冷蔵)55.9HKD

 パック包装の冷蔵産地直送品は常温
の品の約3倍

出所：現地視察
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現地系小売③は現地系大手小売グループが運営する高級食品スーパーマーケット。高
品質の輸入高級食材を中心に扱い、テイクアウトのデリカデッセンも充実。香港のセレブ
リティ御用達の店として知名度が高い。

《参考》 現地系小売③

【概要】

• 現地系大手小売グループが運
営する高級業態の総合食品専
門。

• 香港島の中心に位置する高級
ショッピングモールの地下にある、
国際色の強い高級スーパー。

• 34,500平方フィートある売り場
に、欧米を中心に世界中からの
輸入食品やデリカテッセン、チョコ
レートなどの専門小売店が配置。

現地系小売③

→ オープンな感覚が見た目に清潔感を与える果物野菜コーナー。オープンス
ペースに、カーブ式の棚や、かごを使ってウェスタン風にデザインされ、色彩
豊かにきれいに果物を陳列。

→ プロモーターも複数名が配置され、顧客に試食を進める

→ 常温コーナーではりんご等は他
国産と並列して販売。

→ 日本産王林(大玉)1個
48.8HKDに対し、豪州産りん
ご(中玉)1パック37.9HKDと価
格差が大きい

→ 広い売り場にフードコード、デリカデッセン、
加工食品、精肉鮮魚、青果、リカーコー
ナー等、世界中の食材が一堂に会す。

→ 日本産品が集約する棚。贈答品も充実。

→ いちごを中心に珍しいブランドも多数取り揃えるが、品種によっては価格は
かなり高額。

出所：現地視察
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現地系小売④は現地系大手小売グループが運営する高級食品スーパーマーケット。食
材の品揃えと鮮度を充実させ、現地アッパーミドル層以上を対象とした高級志向のスー
パーとなっている。

《参考》 現地系小売④

【概要】

• 現地系大手小売グループが運
営する高級業態の総合食品専
門。

• 大型ショッピングモールの地下に
存在。深夜12時まで営業。

• 日本食品の他に輸入食品や酒
類も充実し、食品フェアの開催
機会も多い。

現地系小売④

→ 当該店舗は現地系小売④の旗艦店。
店舗入り口正面に大型の日本産棚
が設置され、委託販売会社により商
品が整頓され綺麗に展示。

→ 全店舗中当店が、日本食材の取り扱いが最も豊富。

→ 珍しい品種の取り扱いも多いが、価格設定は高価。

→ 日本産棚には贈答品も充実。

→ 春節の贈答用のりんごも多く販売。

出所：現地視察
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現地系小売⑤は現地系大手小売グループが運営する高級業態スーパーマーケット。富
裕層を主なターゲットとして、世界各国から輸入した商品を取り扱う。その中でも日本産
青果物の価格は顕著に高い商品となっている。

《参考》 現地系小売⑤

【概要】

• 現地系大手小売グループが運
営する高級業態の総合食品専
門。

• 香港の主要地域に22店舗を運
営している。

• 世界各国から商品を輸入してい
る。

現地系小売⑤

→ 日本産特設コーナーはなく、世界各国の商品が主に品目別に陳列。

→ 商品のラベルに国旗や国名の表示があり、どこの国の商品かもわかりやす
くなっている。(参考：日本産みかん4個41.7HKD)

→ 日本産品だけでなく、世界各国の商品が並ぶ。商品のラベルに国旗や国名の表示がある。

→ 日本産品と他国産品で顕著な価格差があり、日本産品は高額商品。

(参考：日本産ふじりんご1個あたり14.9HKD⇄中国産りんご1個あたり3.3HKD)出所：現地視察
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現地系小売⑥は現地系大手小売グループの運営する現地中間層向けのローカルスー
パー。他の現地系大手グループと香港スーパー市場の二強を構成し、両社で市場シェア
80%を複占。青果コーナーは充実し中国語表記商品も多い。

《参考》 現地系小売⑥

【概要】

• 他の現地系大手グループが運営
する中間層向けのローカルスー
パー。香港では他の現地系大手
グループと2強を成す生活雑貨
チェーン店。香港で約270店舗
展開。

• 他グループとよく似た店舗構成だ
が、漢字表記の地元香港産の
商品を多く扱い、生鮮食品の品
目数も充実。廉価版の独自ブラ
ンドを展開。

現地系小売⑥

→ 日本産特設コーナーはないものの、冷蔵ス
ペースで日本産品は集約して陳列。

→ サンふじや王林など認知度の高い商品だけで
なく、世界一のような季節限定品も販売。

《参考価格》
日本産王林1個24.9HKD

日本産陸奥1個42.9HKD

日本産世界一1個68.9HKD

→ 入り口近くに果物売り場が配置され、買い物
客が必ず売り場を通過し、品物が目に留まる
ようになっている。

→旬の商品を中心に品目も多数充実

出所：現地視察
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現地系小売⑦は、香港小売大手グループが運営する自然派志向の高級業態スーパー
で、香港最大級のオーガニック食品取扱店。健康志向の高所得層をターゲットとし、営
業する2店舗はいずれもショッピングモール内にあり、アクセスが良い。

《参考》 現地系小売⑦

【概要】

• 香港小売大手グループが運営。

• 同グループが運営する現地系小
売⑥が現地の大衆向けであるの
に対し、現地系小売⑦は富裕
層がターゲット。

現地系小売⑦

→ 販売員による試食サービスは日本で
は一般的だが、香港では一部の本
スーパーをはじめ、高級志向のスー
パーでのみ実施。

→ 販売スペースは広く、セール(いわ
ゆる特売)も実施。

→ 世界各国の商品を取り扱うが、
中でも日本産品の品揃えが多い。

→ 贈答用の日本産高
級果実には英語・日
本語・中国語など他
言語での商品紹介が
行なわれている。

→ 日本産品専用の大規模コーナーが設置。

→ 販売促進用ののぼりやポスターが掲げられ、日本産のブランド
価値が認知されている。

出所：現地視察
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現地系小売⑧は香港小売大手グループの現地アッパーミドル層以上をターゲットとした
高級志向スーパーで、アジア・ヨーロッパの食材やローカルフードなど多様な国の食材を
扱っている。果物コーナーも充実し、日本産品は売り場手前の好位置に陳列。

《参考》 現地系小売⑧

【概要】

• 香港小売大手グループ系列のハ
イエンド向け高級スーパー。

• ヨーロッパのスーパーをイメージし
た高級感のある店内には、ワイン
やチーズ、輸入食品など一般的
なスーパーでは取り扱っていない
珍しい商品が豊富に取り揃えら
れている。

• 輸入品の値段は高めだが、現地
食材はウ他のローカルスーパーと
値段はほぼ同等。

現地系小売⑧

出所：現地視察

→ 日本産品コーナーは、果物売り場の手前に設置されており、品目・数量ともに充実。珍しい品種
の取り扱いもある。

→ 果物売場は入り口付近の大規模スペースを占有しており、彩色よく整然と綺麗に陳列されて
いる。
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日系小売①は、主に中～高所得層を主なターゲットとしており、贈呈用の高級青果物の
取り扱いが充実。他国産品も扱うが、日本産は高級品として包装・品質・価格面ともに
差別化して販売。

《参考》 日系小売①

【概要】

• かつては日系の大手グループの
現地法人として設立したが、本
体の経営破綻に伴い売却され、
2001年からは現地系グループの
所有で営業している。

日系小売①

→ 日本産品の特設コーナー。贈答用も充実。 → 人気商品であるぶどう(シャインマスカット)は中国語で
の販促看板も掲示。

→ 韓国産、台湾産等の他国産も扱うが日本産と比較して廉価

(参考：日本産なし1個58.0HKD、韓国産なし1個29.95HKD、台湾産なし1個19.95HKD))出所：現地視察



86©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

日系小売②は、日本文化の現地への浸透を目指し、雑貨から食品まで幅広い日本ブラ
ンドを取り扱う。若い世代(20代後半～40代)の夫婦や家族をターゲットとし、季節や流
行の商品が多く、特に青果物の取り扱いが充実。

《参考》 日系小売②

【概要】

• 2008年にリニューアルオープンし
た。

• それまでの高級志向から、20後
半～40代の若い世代をターゲッ
トしており、百貨店内の他店舗も
若者を意識している。流行りの日
本製品などが豊富に取り扱われ
ている。

日系小売②

→ 広く充実した青果物販売コーナー。

→ 日本語での商品紹介ポスター。

→ 試食サービスを行う販売員が複数配置。

→ 果物はパックに小分けした
形でも販売されている。

→ 日本産青果物は
一か所に集中して
はいない一方で、
総棚の大部分を占
めており、その大き
さは季節要因に
よって変化する。

出所：現地視察
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日系小売③は、現地アッパーミドル層以上や現地駐在員を主なターゲットとし、日本産
青果物のみならず世界各国の新鮮な商品を取り扱っている。広々とした綺麗な店内には
生鮮食料品から調味料や雑貨まで豊富な種類の商品を販売。

《参考》 日系小売③

【概要】

• 日系小売③は香港に本社を置
き、香港に4店舗、台湾に7店舗、
上海に3店舗を営業している。グ
ループ会社に香港フードコード事
業や生活雑貨を扱う店舗を有す
る。

• 日本製品のみならず、アジアや欧
州といった世界各国の商品を取
り扱う。

• 価格は高めで、香港の中間層
～高所得者層、及び現地駐在
員を主なターゲットとしている。

日系小売③

→ 日本産品だけでなく、世界各国の商品が並ぶ。商品
のラベルに国旗や国名の表示があり、どこの国の商品
かもわかりやすくなっている。

→ 一部の商品につ
いては産地表記
だけでなく、日本
産品の特徴(写
真は福岡のあま
おう)を複数の言
語で紹介してい
る。

→ 日本産品の特設コーナーが設けられ、いちご等はかなり珍しい品種も充実して揃えられ
ている。

→ 視察時は春節ということもあり、贈答品も充実。

出所：現地視察
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日系小売④は香港一の繁華街の中心に所在する高級日本食材専門店。現地アッパー
ミドル層以上を対象とし、日本各地のプレミアム商品を取りそろえ、商品説明・調理方
法・食べ方などを直接紹介して顧客への日本食材の浸透を図る。

《参考》 日系小売④

【概要】

• 冷蔵輸送技術をもつ物流卸売
業者が2012年12月に設立した
高級日本食材専門店。

• 香港髄一の繁華街に所在。ナ
ショナルブランド商品ではなく、海
外に展開していない日本各地の
プレミアムな商材を取り揃える。

• 現地アッパーミドル層以上を対象
とし、顧客と直接コミュニケーショ
ンをとりながら日本産品の現地浸
透を図ることをコンセプトとする。

日系小売④

→ 現地人に人気のももは、他店よりも品揃えが充実。

→ 希少品種も多数扱うが、かなりの高額商品 (りんご金星1個288HKD、いちご淡雪1パック238HKD)

→ 香港で一番の繁華街であるコーズベイの中心
に位置し、通りは絶えず現地人や観光客で賑
わう。

→ 親会社が開発した独自の冷
蔵技術で果物の鮮度を維持
して輸送。

※青果以外にも、肉・魚の冷凍
冷蔵食品、加工食品・調味料も
充実。珍しい商品には中国語の
タグを添付して顧客がわかるように
している。

→ 日本各地のプレミアム商品を揃え、青
果のみならず、肉・魚・加工食品の棚
も充実

→ 珍しい商品はタグを添付して説明

出所：現地視察
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日系スーパーとして現地日本人をはじめ、日本食材を充実させていることで現地中間層
以上にも馴染みが深い。日本食材の充実度から香港では最も日本的なスーパーマー
ケットとも言われており、日本産青果物は量・品目ともに充実。

《参考》 日系小売⑤

【概要】

• 日系大手小売企業の初の直轄
海外事業として設立。

• 総合GMSとして日本食材を中
心に韓国・台湾・欧米産の食品
も多数取り扱う。

• 現地香港人にも認知度が高い。

日系小売⑤

出所：現地視察

→ 店内の中央では日本産品が集約されたコーナーが設置。

→ 人気品目のりんご・いちごを中心に種類・数量ともに充実。

→ 冷蔵スペースでも日本産品は広
い占有率を有する。

→ 広い店内は日本人だけでなく、
現地中間層や外国人の姿も多く
みられる。

→ のぼり等の広告バナーも大々的
に展示。
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現地系小売(その他)①は香港系資本の小売部門。ドライ・冷蔵品メインのローカルスー
パーと、より品揃えを拡充し生鮮食品も充実したスーパーの２業態で展開。

《参考》 現地系小売(その他)①

【概要】

• 現地系小売(その他)①は香港
資本のコングロマリット企業と傘
下の企業が運営する中間層向
け食品スーパー。

• 現地系小売(その他)①はドライ・
冷凍食品をメインに扱うチェーン
ストアで、別チェーンストア生鮮食
品や調味料等を充実させた食品
専門店。

現地系小売(その他)①

→ のぼり等のバナーも展示されていたが、同棚には日本産だけではなく、他国産も同棚に配置。

→ 中間層の居住エリアに所在し、地元住民の利用が多い。

→ 果物コーナーは一角に設けられ、あまり広くない。

→ 視察時では全農フェアが開催されていたが、特設コーナーの設
置は特になし。

出所：現地視察
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街市はかつては路地に散在した露面店をビル内に集積させた業態で、現在も香港市民
の日々の食材の調達場所であるが、受付による買い物サポートや食と体験のイベント開
催など、ショッピングモールに疑似した新しい運営を模索中。

《参考》 現地系小売(街市)②

【概要】

• 街市は路上に散在していた路面
店を、衛生管理の面からビルに
統括したもので、青果、魚、肉な
ど、主に食材販売の小型店が集
積。通常は行政管理下にある。

• 現地系小売(街市)②は換気に
よる消臭や床の衛星面などに配
慮したり、受付案内による買い物
のサポートや、Eat & Playという
試食、料理の実演、エクササイズ
体験等のイベントを開催するなど、
新しい運営に取り組んでいる。

現地系小売(街市)②

→ 店内は広々として清潔。地元住民でにぎわう。

→ 家族経営的な小売店舗が集積し、日配品から青果・生鮮食品まで幅広く扱う。

→ 果物は新鮮で種類も豊富だが、日本産品の取り扱いは少ない。

→ 果物は通常むき出しのまま陳列販売されているが、日本産品は高級品として、パッケージ包装され
ているものが、店頭に贈答品用として販売。

出所：現地視察
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青果物卸売市場①では、日本旧来の八百屋のような形式で青果物の小売が行われて
おり、扱われる青果物は高級品も少なくなく、日本産品も含まれており、現地住民や観光
客に利用されている。

《参考》 青果物卸売市場①

【概要】

• 1913年に建設された果物卸売
市場であり、1990年代半ばに
卸売市場の機能が他に移転した。
その名残で一部の店舗が小売
業を行っている。

• 観光名所としても知られており、
現地住民も高級果物が安く買え
ると評判。

青果物卸売市場①

→ 高級スーパーと比較すると販売
店舗のきれいさ、広さ等は劣るが、
商品の豊富さでは引けをとらない。

→ 古い時代の雰囲気が観光客に
人気となっている。

→ 日本産の果物が多く販売される。

(参考：秋田産なし1個(10HKD))

→ 一部の店舗によっては試
食サービスを行う店もあ
る。

→ 日本で販売するための商品をそのまま販売しているケースも見られた
(日本語表記のまま)。日本産品は高級品として販売されており、ブ
ランド価値は浸透している。出所：現地視察


